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小児科定点あたり麻疹患者報告数，1982年1週～2005年13週
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予防接種法改正:義務接種→努力義務接種、集団接種→個別接種

(感染症発生動向調査より)

1978年(昭和53年）から定期予防接種開始



麻疹/成人麻疹患者報告数，1999年14週～2007年52週
(感染症発生動向調査より)
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1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

全国で約28．6万人の麻疹
患者さんが発生していたと
推計され、麻疹輸出国と

言われた年

大学や高校で麻疹が流行
し、ワクチンの不足や検査
キットの不足などもあり、
社会問題になった年

2006年6月2日から、
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麻疹に対する免疫を持っていない人は日本にどのくらいいるか？
（2006年度感染症流行予測調査より推計）
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麻しんに関する特定感染症予防指針
厚生労働大臣告示:2007年12月28日

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/kokuji442-191228.pdf

感染症法第十一条第一項及び予防接種法
第二十条第一項の規定により告示し、
平成20年1月1日から適用する。

・・・・・こうした麻しんの感染力及び重篤性
並びに流行した場合には社会に与える
影響等にかんがみると、行政関係者や
医療関係者はもちろんのこと国民1人1人が
その予防に積極的に取り組んでいくことが
極めて重要である。



排除（Elimination）の定義
•輸入例を除き麻疹確定例が1年間に人
口100万人当たり1例未満であること

•全数報告などの優れたサーベイランス
が実施されていること

•2回の予防接種率がそれぞれ95%以上
であること

•輸入例に続く集団発生が小規模である
こと、等



2007年度
麻疹・風疹ワクチン第２期接種率調査

厚生労働省結核感染症課調査より

2008年3月31日現在の第２期麻疹含有ワクチン
の接種率は、全国で８７．９％でした。
同じく風疹含有ワクチンの接種率は、８８．２％
でした。

＊2006年度（初年度）の第２期麻疹含有ワクチンの接種率（予防接種で予防
可能疾患の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究（主任研究者：岡部信彦、

分担研究者:多屋馨子、研究協力者：山本久美）は79．9%で、8ポイント増加したも
のの、目標の95％以上には残念ながら到達しませんでした。



2007年度
第2期麻しん風しんワクチン接種率
5月30日現在最終評価結果

第2期麻しんワクチン接種率：87.9%
(大分県79.4%～秋田県95.8% )

第2期風しんワクチン接種率：88.2%
(大分県79.6%～秋田県96.1% )

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター

80.0%未満
80.0%以上85.0%未満
85.0%以上90.0%未満

90.0%以上95.0%未満

95.0%以上





接種率の高かった自治体の紹介

新潟市
小田原市
高松市
倉敷市
福井県
秋田県



＜速報＞福井県の高いMR第２期接種率は
どのようにして達成されたか？IASRより抜粋
福井県では2003（平成15）年度から予防接種の未接種者を把握する

システムが稼動
未接種者に対して、個別に勧奨することが可能
福井県の平成18年度MR第２期接種率は91.4％で全国１位
平成19年度は94.4％に上昇したものの、全国３位
高い接種率が維持されている要因について検討
(1) 情報提供、広報等
(2) 就学時健診
(3) 個別勧奨

高い接種率を目指すために最も重要なのは、
未接種者をいつでも容易に特定できるシ
ステムが整備されていることである。

さまざまな勧奨チラシ、教育活動、マスコミを使った広報活動などは大
切なものであり、一定の効果がある。しかし、このような不特定

多数に向けた勧奨の効果には限界があり、さらに高い
接種率を目指すには「のんびり」組や「うっ
かり」組に対する個別勧奨が不可欠であ
ることがわかる。

福井県小児科医会予防接種委員会委員長 橋本剛太郎、福井県健康福祉部健康増進課課長 一戸和成







2008年1月1日以降、麻疹と風疹については、
すべての医療機関が、診断後7日以内に、
特に、麻疹については、迅速な対応に資するため、
24時間以内に保健所に届けていただくことに法律が
変わりました。



感染症発生動向調査:麻しん発生状況（速報グラフ）よりhttp://idsc.nih.go.jp/disease/measles/pdf/meas08-36.pdf

（2008/1/1～9/7）

麻疹は検査診断が求められています。



地方衛生研究所

保健所
病院、診療所等

検体送付 検査結果還元

標準プロトコール
技術研修、標準品等
検査結果還元
（詳細な遺伝子型など）

厚労省

情報交換

麻疹ウイルスサーベイランスネットワーク

地方衛生研究所
麻疹リファレンス
センター

技術指導、支援
一部試験代行
試験精度管理
検査結果還元

一部検体送付
（約5-10%)
結果報告

標準プロトコール
技術研修、標準品等
試験精度管理

WHO
麻疹
排除
評価

国立感染研

http://www.nih.go.jp/niid/reference/index.html



各種ガイドライン作成

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html

１．都道府県における麻しん対策会議のガイドライン
２．学校における麻しん対策ガイドライン
３．麻しん排除に向けた積極的疫学調査ガイドライン
４．医師による麻しん届出ガイドライン
５．医療機関での麻しん対応ガイドライン





7月14日現在「麻しん対策会議」等の有無と、
平成20年1月以降、7月14日までの会議開催

･･･「会議は設置しているが、
7月14日までに開催していない」

･･･「会議そのものを設置していない」

･･･「会議を設置し、7月14日までに開催した」

秋田県、福島県、茨城
県、栃木県、群馬県、埼
玉県、神奈川県、富山
県、石川県、福井県、山
梨県、岐阜県、静岡県、
愛知県、京都府、大阪
府、鳥取県、岡山県、徳
島県、香川県、高知県、
佐賀県、長崎県、大分
県、鹿児島県、沖縄県

厚生労働省 健康局 結核感染症課

国立感染症研究所 感染症情報センター

7月14日現在、設置している：
33/47(70.2%)のうち、
開催した：26/33 (78.8%)

第2回 国の麻疹対策推進会議（2008.9.3）資料より



全市区町村での個別通知の実施
全市区町村で個別通知を
実施している
：30/47 (63.8%)
青森県、岩手県、秋田県、山形県、茨城県、栃木県、
群馬県、埼玉県、千葉県、新潟県、富山県、石川県、
福井県、山梨県、長野県、静岡県、三重県、滋賀県、
兵庫県、奈良県、鳥取県、岡山県、香川県、愛媛県、
高知県、佐賀県、長崎県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

･･･「実施している」

･･･「実施していない」

厚生労働省 健康局 結核感染症課

国立感染症研究所 感染症情報センター 第2回 国の麻疹対策推進会議（2008.9.3）資料より



住民の意識向上を図るための計画
計画がある
：20/47 (42.6%)
計画があり、
7月14日までに既に実施した
：15/20 (75.0%)
秋田県、福島県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川
県、富山県、福井県、長野県、岐阜県、静岡県、愛
知県、岡山県、香川県、愛媛県、高知県、福岡県、
大分県、宮崎県、沖縄県

･･･「計画はあるが、
7月14日までに実施していない」

･･･「計画がない」

･･･「計画があり、
7月14日までにすでに実施した」

厚生労働省 健康局 結核感染症課

国立感染症研究所 感染症情報センター 第2回 国の麻疹対策推進会議（2008.9.3）資料より



1名でたら
すぐ対応！

患者数が
多くなって
からの
対策は
非常に
大変です！



今年から大きく変わった
麻疹と風疹の予防接種スケジュール

第1期
1歳

第２期
小学校
入学前
1年間

第３期
中学1年生
相当年齢

第4期
高校3年生
相当年齢



年齢別接種歴別麻疹累積報告数（n=10,735）

大学生世代

中学生・高校生
における患者
数が多い

0-1歳

半数が予防接種を受けていない！！



95％以上の予防接種率の達成・維持のための取り組み
任意接種としての接種の推奨

①医療従事者
②学校の職員
③福祉施設等の職員
④その他の学生
１）教育・医療・福祉に関連する大学の学部・専修学校
の実習の機会

２）海外への修学旅行等、学校として海外渡航を行う機会
⑤医療機関受診者
患者の初診の機会を通じ、予防接種の推奨を行うよう、日
本医師会、日本小児科学会、日本小児科医会、日本内科
学会、日本小児保健協会等の学会に対し、依頼



麻疹による脳炎の患者報告数麻疹による脳炎の患者報告数
20042004年～年～20072007年年

27歳

16歳

18歳

16歳

21歳

26歳

26歳

28歳

13歳

12歳

28歳

年齢

男大阪府37

男新潟県32

男東京都31

男新潟県25

男神奈川県23

男大阪府21

女埼玉県20

男東京都16

女埼玉県13

2007

（９例）

男千葉県252006

女新潟県162004

性推定感染地診断週年

致死率は約15%で、治っても20～40%に中枢神経系の後遺症（精神発達遅滞、痙攣、
行動異常、神経聾、片麻痺、対麻痺）を残し、非常に重篤な病気です。

死亡



この後、3名報告有り、2008年は9月10日現在、計8名
昨年は、計9名、この約1年間で17名の麻疹脳炎の患者発生



麻疹に中枢神経症状を合併した成人症例
(IASRVol.28 p 297-297：2007年10月号より抜粋)

• 生来健康な28歳男性。

• 子どもの頃に麻疹ワクチン接種歴あり（母親から聴取）。

• 11日前より咽頭痛、発熱。

• 溶連菌感染を疑われ抗菌薬治療を受ける。

• ９日前より顔を中心に発疹

• ５日前より40℃台の発熱と全身の発疹、別の病院に入院

• その後、意識状態は次第に悪化

• １日前より人工呼吸管理となり、救命救急センターへ

• 髄液検査では細胞数の増加 605/3（単核球 583/3、多核球
22/3）蛋白の増加 153mg/dl、糖 54mg/dl

東京都立墨東病院 ・救命救急センター 日尾野 誠 田邉孝大 明石暁子 濱邊祐一同 ・内科 町田 明 鎌田智幸
http://idsc nih go jp/iasr/28/332/pr3324 html



麻疹に中枢神経症状を合併した成人症例
(IASRVol.28 p 297-297：2007年10月号より抜粋)

その後次第に神経症状は
改善し、筋力は下肢に一部
障害を認めるものの上肢は
かなり回復、感覚鈍麻
も第６胸椎以下に軽度認める
のみとなったため、発症から
65日目、リハビリテーション
目的にて転院となった（自力
で何とかベッドから車椅子へ
移乗できる状態であった）。

東京都立墨東病院 ・救命救急センター 日尾野 誠 田邉孝大 明石暁子 濱邊祐一同 ・内科 町田 明 鎌田智幸
http://idsc nih go jp/iasr/28/332/pr3324 html



妊娠中に麻疹にかかると
流産・早産になることがあります

新生児麻疹の患者さんの報告もあります

→妊娠前にはワクチンを接種して、免疫を獲
得しておいて欲しい。

→妊娠中は麻疹、風疹共にワクチン接種を
受けることができません。



日本からの日本からの麻疹輸出例麻疹輸出例 ２００７２００７年年

2005, 2006年 アメリカ合衆国への輸出0人

2007年 アメリカ合衆国

カナダ

オーストラリア

スイス

台湾

一般旅行（若者）、修学旅行（高校生）、
リトルリーグ（小学生）



海外への教育旅行の実態

• 日本修学旅行組合が発行している教育旅行白書2008年版に
よると、以下のように年々増加しています。
‒ 平成16年度に実施された教育旅行は、
• 2,733件、188,071人

• このうち修学旅行は1,066件149,086人

‒ 平成17年度に実施された教育旅行は、
• 2,878件、195,379人

• このうち修学旅行は1,132件155,023人

‒ 平成18年度に実施された教育旅行は、
• 2,943件、199,178人

• このうち修学旅行は1,191件156,579人









2008年度
第3期麻しん風しんワクチン接種率
4月1日~6月30日接種状況評価結果

第3期麻しんワクチン接種率：38.8%
(鹿児島県24.4%~茨城県71.2% )

接種率0%の市町村数：88
･･･対象者数中央値 59.5人(4人‐1048人)

接種率100%の市町村数：81
･･･対象者数中央値19人(1人‐305人)

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター

30.0%未満
30.0%以上40.0%未満

40.0%以上50.0%未満

50.0%以上60.0%未満

60.0%以上

第3期
中学校1年生相当
年齢



2008年度第3期麻しん風しんワクチン接種率
4月1日~6月30日接種状況評価結果



未接種者数



2008年度
第4期麻しん風しんワクチン接種率
4月1日~6月30日接種状況評価結果

第4期麻しんワクチン接種率：29.6%
(大阪府17.5%~佐賀県52.1% )

接種率0%の市町村数：78
･･･対象者数中央値 53.5人(2人‐713人)

接種率100%の市町村数：9
･･･対象者数中央値6人(1人‐40人)

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター

20.0%未満

20.0%以上30.0%未満
30.0%以上40.0%未満
40.0%以上50.0%未満

50.0%以上

第4期
高校3年生相当
年齢



2008年度第４期麻しん風しんワクチン接種率
4月1日~6月30日接種状況評価結果



未接種者数



平成６年の予防接種法改正後、麻疹ワクチン実施率はどう変わったか？

実施人員は、平成８年までは保健所運営報告、平成９年以降は地域保健事業報告の「定期の予防接種被接種者数」による。
対象人口は、標準的な接種年齢期間の総人口を総務庁統計局推計人口（各年１０月１日現在）から求め、これを１２ヶ月相当人口に推計
対象人口は各年度に新規に予防接種対象者に該当した人口であることに対し、実施人口は各年度における接種対象者全体の中の予防接種を受けた人員である

予防接種法改正
義務接種→努力義務接種
集団接種→個別接種

定期予防接種
開始

20代 10代 3-9歳
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次の接種率調査は9月末時点となります。



はしかはどんな病気か知っていますか？

いいえ144人
63％

不明、未記入
3人

はい 83人
36％

１人空気感染

１人ウイルス感染症

１人隔離

１人妊娠していると危ない

１人つらい

１人若い人がかかりやすい

１人治療法がない

２人潜伏期がある

２人風邪症状

４人大変・やばい・怖い

５人命にかかわる

５人かゆい

１３人伝染病・感染する・感染力
が強い

３０人発疹（赤いぶつぶつ）が出
る

５０人熱が出る･高熱が出る

どんな病気ですか？1人複数回答

N=230
横浜市内の公立高等学校横浜市内の公立高等学校



麻しんはかかると治すための特別な治療法はなく、ワクチンを受けて予
防しておくことが最も大切な病気であることを知っていましたか?

知っていた
８４人（３７％）

知らなかった
１３４人（５８％）

未記入 １２人
（５％）

N=230

横浜市内の公立高等学校横浜市内の公立高等学校



知っていた
９６人（4２％）

知らなかった
１１５人 （５０％）

未記入
１９人
（８％）

2008年4月から5年間、日本でも、これまで1回しかワクチンを受けていない人に
ついては、中1と高3のいずれかの年に麻しん風しん混合ワクチンを公費負担
で接種することになったのを知っていますか?

N=230

2008年7月の調査

横浜市内の公立高等学校横浜市内の公立高等学校



知っていた
51人（41％）

知らなかった
71人 （58％）

未記入 1人
（1％）

2008年4月から5年間、日本でも、これまで1回しかワクチンを受けていない人に
ついては、中1と高3のいずれかの年に麻しん風しん混合ワクチンを公費負担
で接種することになったのを知っていますか?

N=123

2008年2月に調査

都内都内のの私私立高等学校立高等学校



全校生徒、職員、保護者会で上映してくださっている学校もあります。
全国の中学校と高校に文部科学省から5月頃に送られています。

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/
Video/measlesVideo.html

是非ご利用ください。

０３－５２８５－１１２９までFAXいただければお送りすることが可能です。



麻疹（はしか）・風疹ワクチンの接種

• 接種不適当者に該当する人以外は全員受けることを
目標としてください。

• 麻疹と風疹にかかったことが確実である人

• 両方のワクチンを2回ずつ接種したことが記録により確
実な人
‒ 接種を受ける必要はありませんが、不確かな場合、記憶の
みに基づく場合は、予防接種を受けてください。

記憶じゃなくて、記録を頼りに・・・・・
きおく きろく



年長児への予防接種時の注意点
• 妊娠していることに気づいていない場合、妊娠していること
を話したくない場合もあるので、思春期以降の女性に接種す
る場合は、生理が遅れていないかどうか等について、個別
に妊娠に関して予診をつくす配慮が必要です。

• 血管迷走神経反射（注射の痛みや恐怖・不安等の精神的動
揺により自律神経系が刺激され、全身の血管床が拡張する
ために脳血流が低下することで血圧や心拍数の低下を引き
起こす生理的反応。顔面蒼白、冷汗、気分不良、悪心・嘔吐、
徐脈、血圧低下、失神などの症状が見られる。臥位にて数
分程度で回復する。）
が起こる可能性があります。
－献血時で気分不良、吐き気、めまい、失神などが起こる
頻度約0.8％（平成16年度）：日本赤十字社HPより）



まれな副反応

• じんましん、アナフィラキシーショック（ゼラチン非含有になっ
てから激減）
• 熱性けいれん（低年齢児の場合）
• 血管迷走神経反射（年長児～思春期以降）
• 脳炎・脳症（100～150万接種に1例以下）：麻疹を発症すると
1000人に1人・風疹を発症すると4000～6000人に1人
麻疹
• SSPE （ワクチンによる発生はなし）:麻疹を発症すると10万人
に1人
風疹
• 血小板減少性紫斑病（100万接種に1例程度）：風疹を発症す
ると、3,000～5,000人に1人
• 関節痛（年長児～思春期以降）



はしかは麻しん

三日ばしかは風しん

思い間違いが多いです！



2007年
7～9月
時点の
調査

麻疹と風疹の両方のワクチンを麻疹と風疹の両方のワクチンを
受けて下さい。受けて下さい。

麻疹風疹混合ワクチンの使用麻疹風疹混合ワクチンの使用





麻疹発生の予防（平時の対応）

• 麻疹の感染力は強く、基本再生産数R0＝12～18
と言われています（インフルエンザは2～3、風疹
は5～7）。

• 具体的には、教室や体育館等の閉鎖空間で1人
がはしかを発症した人がいると、同室した人に感
染し、免疫を持っていない者は90％以上の確率
で発症すると考えられています。
感染症対策の原則として、感染が拡大すればするほどそ
の対応に膨大なエネルギーを要することが知られており、
学校における麻疹対策は、平時から麻疹の流行が起きな
いように可能な限りの予防策を施すことが重要である。

学校における麻しん対策ガイドラインより



麻疹発生時の対応
• 麻疹の発症が疑われる人が1名でも発生したらすぐ対応を開始することが
重要です。

→毎朝、

• 遅れれば遅れるほど流行が拡大し、その対応に一層のエネルギーを要し
ます。

• 終息宣言までの間（厳重監視期間）は継続します

• また、麻疹を発症した人が不適切な扱いを受けることのないよう十分な配
慮も求められます。

• 秋田県では、未接種未罹患者を出席停止とし、予防接種が済んでから登
校するような対策がとられました。

学校における麻しん対策ガイドラインより

朝から37．5℃以上なら
お休みしてもらう



平成20年度全国高等学校総合体育大会
（インターハイ）

http://www.spec.ed.jp/soutai/index.html

平成２０年７月２８日から８月２０日

夏季大会の２９競技。
（ 陸上競技 体操 水泳 バスケットボール バ
レーボール 卓球 ソフトテニス ハンドボール
サッカー バドミントン ソフトボール 相撲 柔道
ボート 剣道 レスリング 弓道 テニス 登山 自
転車 ボクシング ホッケー ウエイトリフティング
ヨット フェンシング 空手道 アーチェリー なぎな
た カヌー ）

参加者数
選手・監督： 約３３，０００人
競技役員・補助員： 約２８，０００人

応援者（延べ数）： 約６００，０００人
（平成１７年度 千葉きらめき総体実績）７／２８に総合開会式



平成20年度全国高等学校総合体育大会
（インターハイでの麻疹対策）

• 埼玉県の実行委員会で以下の対応を実施

• 6月中旬に、埼玉県教育局から、各都道府県の体育連
盟あて体調管理について依頼されています。

‒ 罹患又は予防接種の実施状況の確認

‒ 大会期間中の毎朝検温

‒ 発熱時の早期受診依頼（発熱については、熱中症も
視野にいれた健康管理対策と位置づけられていま
す。）



■■ 子育て応援団携帯サイト子育て応援団携帯サイト ＞＞ 麻疹麻疹((はしかはしか))をゼロにをゼロに!!!! 一部ページ抜粋一部ページ抜粋

図１図１.. 麻疹麻疹((はしかはしか))をゼロにをゼロに!!!!

特集トップページ特集トップページ
図図2.2. 麻疹麻疹((はしかはしか))をゼロにをゼロに!!!!

ポスター関連ページポスター関連ページ

【 広テレ！子育て応援団携帯サイト 】



■■ 子育て応援団携帯サイト子育て応援団携帯サイト ＞＞ 麻疹麻疹((はしかはしか))をゼロにをゼロに!!!! 一部ページ抜粋一部ページ抜粋

図図3.3. 麻疹麻疹((はしかはしか))をゼロにをゼロに!!!!

ポスター関連ページポスター関連ページ

小学校入学前小学校入学前

図図4.4.麻疹麻疹((はしかはしか))をゼロにをゼロに!!!!

ポスター関連ページポスター関連ページ

中学校中学校11年生と高校年生と高校33年生年生

図図33 図図44



地方衛生研究所

検査センター

国の麻疹対策推進会議
（国をあげての麻疹対策:2012年eliminationをめざして）

医療機関

はしかにならない！はしかにさせない！
麻疹対策の連携

麻疹対策技術支援チーム

保健所

地方感染
症情報セ
ンター

都道府県麻疹対策会議

市区町村

学校・
保育所等

厚生労働省 文部科学省

国立感染症研究所

WHO



麻疹対策技術支援チーム

国立感染症研究所 感染症情報センター（五十音順）

大日康史、岡部信彦、木村博一、佐藤 弘、島田智恵、菅原民枝、

砂川富正、多田有希、谷口清州、多屋馨子、松井珠乃、谷口無我、

安井良則、山下和予、山本明史、山本久美

国立感染症研究所FETP




